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2024年 11月 14日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 秋 川 牧 園 

代 表 者 名  代表取締役社長  秋川 正 

  （コード番号  １３８０） 

問 合 せ 先  取締役経営管理部長 原田良人 

  （ T E L  0 8 3 - 9 2 9 - 0 6 3 0） 

 

2025年 3月期 第 2四半期（累計）業績予想と実績との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2024年 5月 15 日に公表いたしました 2025年 3月期第 2 四半期累計期間（2024年 4 月 1日～2024年

9月 30日）の業績予想における予想数値と比較して、本日公表の実績数値に下記のとおり差異が生じま

したのでお知らせいたします。 

また、最近の業績の動向を踏まえ、2025年 3月期通期の連結及び個別の業績予想につきましても、下

記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025年 3月期第 2四半期連結業績予想数値と実績数値との差異 

（2024年 4月 1日～2024年 9月 30日） 

（１）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

３，９０３ 

百万円 

△１７ 

百万円 

１０ 

百万円 

△６ 

円 銭 

△１．４７ 

実績値（Ｂ） ３，７７６ △９９ △５８ △４８ △１１．６０ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１２６ △８１ △６９ △４２  

増減率（％） △３．３ － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年 3 月期第 2 四半期） 
３,６３２ ４７ １２７ ８６ ２０．７３ 

 

（２）個別 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

３，７８９ 

百万円 

１５ 

百万円 

６ 

円 銭 

１．４９ 

実績値（Ｂ） ３，６８１ △６０ △４７ △１１．４２ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１０７ △７５ △５３  

増減率（％） △２．８ － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年 3 月期第 2 四半期） 
３，６３０ １１８ ７５ １８．０５ 

 

（差異の理由） 

売上高につきましては、コロナ禍の終息に伴う宅配特需からの反動減の影響に加えて、実質所得の減
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少を背景とした消費者の節約シフトが進んでおり、この間進めてきた値上げの影響も重なり、生産卸売

事業及び直販事業の双方で販売が苦戦したため、当初予想を下回りました。 

利益面につきましては、上記の売上高未達のマイナス要因に加えて、在庫水準の調整に伴うミート工

場及び冷凍食品工場の生産性の低下、鶏卵の販売減に伴う需給バランスの悪化等により当初予想を下回

りました。 

 

 

２．2025年 3月期 通期連結業績予想の修正（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日） 

（１）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

８，０５０ 

百万円 

８５ 

百万円 

１２５ 

百万円 

８０ 

円 銭 

１９．２１ 

今回修正予想（Ｂ） ７，８１０ △１１ ３５ ３ ０．８４ 

増減額（Ｂ－Ａ） △２３９ △９６ △９０ △７６  

増減率（％） △３．０ － △７２．０ △９５．６  

（ご参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 
７，３９２ １１ １５３ ９８ ２３．５８ 

 

（２）個別 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

７，８３０ 

百万円 

１００ 

百万円 

６５ 

円 銭 

１５．６７ 

今回修正予想（Ｂ） ７，６１０ ４５ ２０ ４．８９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △２１９ △５５ △４４  

増減率（％） △２．８ △５４．７ △６８．８  

（ご参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 
７，３８１ １２９ ８９ ２１．５３ 

 

（修正の理由） 

通期の業績予想につきましては、売上高は消費者の節約シフトが進んでおり、当初の予想を下回る見

込みであります。 

利益面につきましては、上半期の業績の下振れ要因に加えて、上記の売上高要因や、在庫水準の調整

に伴う冷凍食品工場の生産性の低下、中国事業の販売の苦戦などにより、当初予想を下回る見込みであ

ります。 

下半期におきましては、飼料価格が 10 月から値下げに転じたというプラス要因に加えて、卸販売及

び直販の双方における販売強化及び値上げの浸透、各工場の生産性向上など、様々な取り組みを精力的

に進め巻き返しを図ってまいります。 

 

以 上 


